
 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県における錦鯉養殖の変遷と輸出技術開発について 

養殖課 主任研究員 星野 勧宏

新潟県における錦鯉の養殖は、歴史的に極めて古

い時代から行われていました。発祥の地は、古志郡

二十村郷（現在の長岡市、小千谷市）で、1800年代

初頭マゴイから突然変異により出現した変種を改良

し、観賞、養殖されたのが始まりと言われています。

以来、明治時代に紅白の前身の更紗、大正時代に大

正三色、昭和初期に昭和三色等の主要品種が作出さ

れ、現在まで改良・開発が続き、品種の数は100を超

えています。 

錦鯉が観賞魚として知られるようになったのは、

越後の変わり鯉として大正博覧会（1914年）に出品

したことが契機となり、京都商人を経て関西、四国、

九州へと波及したと言われています。商人の買い付

けにより錦鯉の価格は高騰し、二十村郷の養殖業と

して活気づくこととなりました。太平洋戦争中、養

鯉業者は皆無となりましたが、昭和23年頃より徐々

に増加傾向を示し、30年代に入り急激な増加が見ら

れ、40年代に入ると水田から転作した影響もあり経

営体数は4000を超えました。以降、年々減少し、平

成25年には324経営体となっています。現在、そのう

ち3分の1程度の業者が輸出に取り組んでおり、県産

錦鯉のうち約７割が国外向けとなっています。 

輸出の際に、県が衛生証明書を発行していますが、

年々増加傾向にあり、平成19年に370件だったもの

が、平成29年には599件となっています。また、財務

省の貿易統計によると、金魚を除く観賞魚（主に錦

鯉と考えられる）の輸出金額は、日本全体で平成19

年の24億円から、平成29年には36億円となっており、

年々国外市場が拡大していることが分かります。 

現在、当試験場では輸出の際の輸送コストを低減

させる試験を行っています。今年度は輸送時の水質

変化に着目し、何が錦鯉を輸送する際の制限要因と

なっているのか調べています。来年度は今年度の結

果に基づき、同じ水量でも同梱できる尾数を増やす

技術について開発予定です。 

 

 
写真１ 袋内の水質を計測（輸送コスト低減試験） 

 
写真２ 黄白の当歳魚（秋の池上げ） 
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効果あり!!コクチバス人工産卵床 

資源課 専門研究員 椛澤 秀行  

 特定外来生物（生態系や農林水産業に被害を与え

る恐れのある外来生物）に指定されているオオクチ

バス、コクチバス、ブルーギルは、県内で広域的に

分布し、懸命な駆除活動が続けられています。 

特にコクチバスについては、原産地北アメリカで

はオオクチバスより北方の流水域に生息することが

多く、冷水や流水に強い種とされています。 

このことから、コクチバスの河川流域での生息域

の拡大が懸念され、河川での効率的な駆除方法の確

立が喫緊の課題となっています。 

１ どこで駆除する？ 

 まず河川でのコクチバスの生態を調査したところ、

静穏域であるワンド（写真１参照）を産卵場として

利用していることが分かりました。 

本流は漁具が流出するなど駆除作業の危険性が高

く、さらに流れの中ではコクチバスの所在を特定す

ることも困難で、駆除に適した場所とは言えません。 

河川流域で安全

に効率的な駆除が

できる水域として、

ワンドに狙いを絞

り、産卵生態を踏

まえた駆除技術の

開発に取り組みました。 

２ どんな方法で駆除する？ 

人工産卵床は宮城県伊豆沼でオオクチバスの繁殖

抑制を目的に開発され、一定の成果を上げています。

その後改良されて、琵琶湖や全国のダム貯水池など

で実践実績があることからも、静穏域では効果的な

駆除方法であると考えられました。 

３ 新たな人工産卵床２種 

伊豆沼式は本体に苗用ポットコンテナを用いた底

が四角い平らな形状のもので、信濃川のワンドでの

試験では産卵１回と期待された結果は得られません

でした。 

一方、本体にプラスチックザル（以下「ザル」と

いう。）を用い、実際の産卵床に類似したすり鉢形状

（写真２参照）としたものでは複数回の産卵が確認

されたことから、これ

を主材とすることを

軸に進め、普及性が高

い２種類の人工産卵

床を開発しました。 

写真２ 天然産卵床 

（１）寒冷紗式（写真３） 

  ザルを寒冷紗で覆い、中に小石を敷いたもの。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 寒冷紗式の人工産卵床 

（２）黒色ザル式（写真４） 

ザルを黒く着色し、中に小石を敷いたもの。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真４ 黒色ザル式の人工産卵床 

通常、産卵床は砂礫を利用し形成されるため、ワ

ンド内の河床底質に砂礫が混じる場所に設置するこ

とが重要です。  

２ 

ザルを寒冷紗で

被覆 

 市販のラッカー 

スプレーで 黒く 

着色 

 完成外観 

 完成外観 

写真１ 信濃川のワンド 



４ 実証試験結果      

昨年、寒冷紗式 16基、

黒色ザル式 10基を信濃

川のワンドに設置した

ところ、５月下旬～６

月下旬の約１カ月間で

約８万粒の駆除に成功

しました。       写真５ コクチバス産卵状況 

この卵数を親魚に換算すると、この年の県内河川

の刺し網による駆除尾数（100 尾）にも相当します。 

５ おわりに        

 今年、漁業協同組合が中心となり、河川敷内の池で 

実践したところ、想定外のブルーギルの産卵が確認

されました（写真６参照）。さらに他県では、オオク

チバスの産卵事例があり、コクチバス以外の外来魚

２種にも有効で

あることが判明

しました。 

当試験場では、    

この人工産卵床

の特性に着目し、  写真６ ブルーギル産卵状況 

定着に向けて今後も継続して普及・啓発に取り組み、

関係団体と協働した実践を進めて参ります。

 

～水産用抗菌剤の購入時に「使用指導書」の提示が必要になりました～ 

病理環境課 主任研究員 岸原 達也

アユやサケ・マス等を生産する養殖業者の皆様が

投薬治療に使用する水産用抗菌剤は、これまでは販

売業者から自由に購入できましたが、平成 30年１月

からは、事前の手続きが必要になりました。 

これは、世界的に問題となっている薬剤耐性菌（抗

菌剤が効かなくなった細菌）の対策に向け、薬剤の

適正使用を確実なものとしていくために農林水産省

が定めたもので、ニシキゴイ等食用としない魚は対

象外です。 

なお、抗菌剤とは、パラザン、アクアフェン、イ

スランソーダ等の細菌性疾病を対象とした医薬品で、

パイセスや水産用イソジンなどの消毒剤等は対象外

で、事前の手続きは不要です。 

 

１ 交付に必要な手続き 

養殖業者が医薬品販売業者から抗菌剤を購入する

際、内水面水産試験場（魚類防疫員）や獣医師が発

行する「水産用抗菌剤使用指導書」の提示が必要で

す。発行には「水産用抗菌剤使用指導書交付申請書」

の他、直近１年間の薬剤使用記録を提出する必要が

あります。 

 

２ 緊急時の取り扱い 

緊急の病気の発生等で、申請・交付の手続きを行

う余裕がない場合は、医薬品販売業者に「水産用抗

菌剤使用指導書に関する理由書」（以下「理由書」と

いう。）を提出すれば、販売業者から抗菌剤を購入す

ることができます。この場合、抗菌剤の販売状況を

把握するため、理由書を受けた販売業者は別途報告

書により、抗菌剤を販売した旨を当試験場に報告す

る必要があります。 

 

指導書の有効期限は発行日から１年間で、発生が

予想される病気に備え、事前申請・交付も可能なの

で、お気軽に当試験場までお問い合わせください。 

今後も、医薬品の適正使用と日頃からの防疫を心

掛けることにより、皆様が安定的に生産できるよう

期待しています。 

 

 

対
象 

抗菌剤 水産用パラザン D、アクアフェン L、 
イスランソーダ、水産用 OTC 散
10％「KS」  等 

対
象
外 

消毒剤 パイセス、水産用イソジン 等 

麻酔剤 FA100 等 

３ 

表  指導書が必要な医薬品 



 

 トピックス  

全日本錦鯉振興会の紹介により、アメリカ・シアトルにて、

現地流通販売業者主催の講習会に参加してきました（平成 30

年 9月 8 日開催）。今年のアメリカでは、日本から輸入した錦

鯉により KHV 病が発生してしまったそうで、「コイヘルペスウ

イルス（KHV）病対策と輸出錦鯉の衛生管理」についての講演

依頼がありました。愛好家を中心に流通販売業者など参加者

約 20名とこぢんまりとしていますが、活発に質問や意見など

をいただき、日本での対策にご理解いただけたと思います。 

（病理環境課・佐藤） 

 

 

研修会報告 

「輸出錦鯉の衛生証明書発行手続きに係る説明会」 

日時  平成 30 年５月 22 日 15 時～17時 

 場所  小千谷市総合福祉センタ－「サンラックおぢや」 

 講師  農林水産部水産課内水面係 唐木沢 秀之 

内水面水産試験場病理環境課 佐藤 将 

 内容  「衛生証明書発行手続き上の不適正事案に関する 

注意喚起」 

「中国査察事例による衛生管理の必要性」等 

  その他 併せて、錦鯉の輸出に必要な臨床症状を観察する

指定観察者を対象とした研修を実施    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食いしん坊で魚好きの私は、時おり高速道路のサービスエリアでマス寿司を購入

します。そんな時は家で食べながら、このマスの種類は？ 天然・養殖？ 本物の

サクラマスはどんな味がするのかな？ などと妄想を膨らませています。 

サケは春に稚魚を放流すれば、年によって変動はしますが、放流尾数に見合ったサケが親となって戻

ってきます。一方、高級魚のサクラマス（ヤマメの降海型）も多くの県で稚魚放流が行われていますが、

放流尾数を増やせば増やした分だけ川に戻ってくるとは限らないようです。その違いは、放流稚魚の川

での生息期間にあるようで、サケ稚魚は放流後早ければ数日で海へ降るのに対して、ヤマメがサクラマ

スになるために海に降るには、川で 1 年以上成長しなければなりません。昨今の川は、環境変化等によ

り生産力が低下し、同じ川でも昔に比べて養える魚が減ったためではないでしょうか？  

そんなこんなで最近の私は、サケみたいにサクラマスが沢山に採れたら凄いよな！ どうしたらサク

ラマスを増やせるのかな？ 川の生産力に影響されづらい降海間近な 1才魚を河口付近に放流したら

翌年にたくさん戻ってくるかな？ などと妄想を膨らませています。 

来年は新たな年号を迎える年、妄想を現実に近づける契機の年としたいものです。（Ｉ.Ｔ.） 

 水声魚語 

４ 


